
JP 2017-166343 A 2017.9.21

10

(57)【要約】
【課題】　送風時の条件及びタイミングを軸方向に沿っ
て不均一化することで羽根に同時に作用する負荷を軽減
して振動や騒音を防止できるクロスフローファン用羽根
とクロスフローファンを提供すること。
【解決手段】　クロスフローファンの軸方向に沿って延
長されその放射方向外周端位置が軸方向に沿って変化す
るように形成されたことを特徴とするクロスフローファ
ン用羽根により、送風時の条件及びタイミングを軸方向
に不均一化して、上記クロスフローファン用羽根に同時
に作用する負荷を軽減して振動や騒音を防止するもの。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クロスフローファンの軸方向に沿って延長されその放射方向外周端位置が軸方向に沿っ
て変化するように形成されたことを特徴とするクロスフローファン用羽根。
【請求項２】
　請求項１記載のクロスフローファン用羽において、
　放射方向内周端位置も軸方向に沿って変化するように形成されたことを特徴とするクロ
スフローファン用羽根。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載のクロスフローファン用羽根において、
　クロスフローファンの軸方向真中を中心に軸方向両側に線対称に形成されたことを特徴
とするクロスフローファン用羽根。
【請求項４】
　請求項１記載のクロスフローファン用羽根において、
　上記放射方向外周端位置が軸方向に沿って段階的に変化するように形成されていること
を特徴とするクロスフローファン用羽根。
【請求項５】
　請求項２記載のクロスフローファン用羽根において、
　上記放射方向内周端の位置が軸方向に沿って段階的に変化するように形成されているこ
とを特徴とするクロスフローファン用羽根。
【請求項６】
　請求項１記載のクロスフローファン用羽根において、
　上記放射方向外周端位置が軸方向に沿って連続的に変化するように形成されていること
を特徴とするクロスフローファン用羽根。
【請求項７】
　請求項２記載のクロスフローファン用羽根において、
　上記放射方向内周端位置が軸方向に沿って連続的に変化するように形成されていること
を特徴とするクロスフローファン用羽根。
【請求項８】
　請求項６又は請求項７記載のクロスフローファン用羽根において、
　上記放射方向外周端又は放射方向内周端は波形に形成されていることを特徴とするクロ
スフローファン用羽根。
【請求項９】
　請求項１～請求項８の何れかに記載のクロスフローファン用羽根において、
　その横断面形状が円弧形状を成していることを特徴とするクロスフローファン用羽根。
【請求項１０】
　請求項９記載のクロスフローファン用羽根において、
　その横断面形状が円弧形状であって波形を成していることを特徴とするクロスフローフ
ァン用羽根。
【請求項１１】
　間隔を存した状態で同軸上に配置され外周部にスリットを備えた複数枚の支持板と、
　上記複数枚の支持板のスリットに挿入・固定された複数枚の請求項１～請求項１０の何
れかに記載のクロスフローファン用羽根と、
　を具備したことを特徴とするクロスフローファン。
【請求項１２】
　請求項１１記載のクロスフローファンにおいて、
　上記クロスフローファン用羽根の放射方向外周端及び放射方向内周端が軸方向に沿って
段階的に変化するように形成されていて、
　上記支持板はその段階的に変化する部位に配置されていることを特徴とするクロスフロ
ーファン。
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【請求項１３】
　請求項１１又は請求項１２の何れかに記載のクロスフローファンにおいて、
　上記クロスフローファン用羽根は軸方向全域にわたって上記支持板の外周側に突出され
ていることを特徴とするクロスフローファン。
【請求項１４】
　請求項１１～請求項１３の何れかに記載のクロスフローファンにおいて、
　上記支持板のスリットの開口縁部にはかしめ用突起が形成されており、
　上記かしめ用突起を変形させて上記クロスフローファン用羽根に当接させることにより
上記クロスフローファン用羽根が上記スリットから脱落しないようにすることを特徴とす
るクロスフローファン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、空気調和機の室内機に使用されるクロスフローファン用羽根とクロ
スフローファンに係り、特に、送風時の条件及びタイミングを軸方向に沿って不均一化す
ることにより、羽根に同時に作用する負荷を軽減させ、それによって、振動や騒音を低減
させることができるように工夫したものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機の室内機に使用されるクロスフローファン用羽根とクロスフローファンの構
成を開示するものとして、例えば、特許文献１がある（本件特許出願人によるものである
。）。
　この特許文献１に記載されたクロスフローファンは図９に示すような構成になっている
。まず、複数枚の円板状の支持板１０１（図９（ａ）及び図９（ｂ）にそれらの一部分を
示す）が軸方向に沿って所定の間隔で設置されている。これら複数枚の支持板１０１の外
周部には複数枚の羽根１０３（図９（ａ）及び図９（ｂ）にそれらのうちの一枚を示す）
が周方向に等間隔で設置されている。すなわち、上記支持板１０１の外周部には複数個の
スリット１０５が周方向に等間隔で形成されており、上記複数枚の羽根１０３はこれら複
数個のスリット１０５に挿入・固定されている。
　また、上記羽根１０３の放射方向外周端部は、軸方向全域にわたって、上記支持板１０
１の外周側に突出されている。それによって、上記クロスフローファンの軸方向全域にわ
たって上記羽根１０３による送風機能が発揮されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－２２４５７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来の構成によると次のような問題があった。
　すなわち、上記クロスフローファンが図９（ａ）及び図９（ｂ）中矢印ａ方向に回転さ
れると、上記羽根１０３には軸方向全域にわたって同じ条件及び同じタイミングで空気が
当たる（図９（ａ）及び図９（ｂ）中矢印ｂで示す）。その結果、上記羽根１０３に大き
な負荷が作用してしまい、騒音や振動の原因になっていた。
【０００５】
　本発明は、このような点に基づいてなされたもので、その目的とするところは、送風時
の条件及びタイミングを軸方向に沿って不均一化することにより羽根に同時に作用する負
荷を軽減させ、それによって、振動や騒音を低減させることができるクロスフローファン
用羽根とクロスフローファンを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　上記目的を達成するべく本発明の請求項１によるクロスフローファン用羽根は、クロス
フローファンの軸方向に沿って延長されその放射方向外周端位置が軸方向に沿って変化す
るように形成されたことを特徴とするものである。
　また、請求項２によるクロスフローファン用羽根は、請求項１記載のクロスフローファ
ンの羽において、放射方向内周端位置も軸方向に沿って変化するように形成されたことを
特徴とするものである。
　また、請求項３によるクロスフローファン用羽根は、請求項１又は請求項２記載のクロ
スフローファン用羽根において、クロスフローファンの軸方向真中を中心に軸方向両側に
線対称に形成されたことを特徴とするものである。
　また、請求項４によるクロスフローファン用羽根は、請求項１記載のクロスフローファ
ン用羽根において、上記放射方向外周端位置が軸方向に沿って段階的に変化するように形
成されていることを特徴とするものである。
　また、請求項５によるクロスフローファン用羽根は、請求項２記載のクロスフローファ
ン用羽根において、上記放射方向内周端の位置が軸方向に沿って段階的に変化するように
形成されていることを特徴とするものである。
　また、請求項６によるクロスフローファン用羽根は、請求項１記載のクロスフローファ
ン用羽根において、上記放射方向外周端位置が軸方向に沿って連続的に変化するように形
成されていることを特徴とするものである。
　また、請求項７によるクロスフローファン用羽根は、請求項２記載のクロスフローファ
ン用羽根において、上記放射方向内周端位置が軸方向に沿って連続的に変化するように形
成されていることを特徴とするものである。
　また、請求項８によるクロスフローファン用羽根は、請求項６又は請求項７記載のクロ
スフローファン用羽根において、上記放射方向外周端又は放射方向内周端は波形に形成さ
れていることを特徴とするものである。
　また、請求項９によるクロスフローファン用羽根は、請求項１～請求項８の何れかに記
載のクロスフローファン用羽根において、その横断面形状が円弧形状を成していることを
特徴とするものである。
　また、請求項１０によるクロスフローファン用羽根は、請求項９記載のクロスフローフ
ァン用羽根において、その横断面形状が円弧形状であって波形を成していることを特徴と
するものである。
　また、請求項１１によるクロスフローファンは、間隔を存した状態で同軸上に配置され
外周部にスリットを備えた複数枚の支持板と、上記複数枚の支持板のスリットに挿入・固
定された複数枚の請求項１～請求項１０の何れかに記載のクロスフローファン用羽根と、
を具備したことを特徴とするものである。
　また、請求項１２によるクロスフローファンは、請求項１１記載のクロスフローファン
において、上記クロスフローファン用羽根の放射方向外周端及び放射方向内周端が軸方向
に沿って段階的に変化するように形成されていて、上記支持板はその段階的に変化する部
位に配置されていることを特徴とするものである。
　また、請求項１３によるクロスフローファンは、請求項１１又は請求項１２の何れかに
記載のクロスフローファンにおいて、上記クロスフローファン用羽根は軸方向全域にわた
って上記支持板の外周側に突出されていることを特徴とするものである。
　また、請求項１４によるクロスフローファンは、請求項１１～請求項１３の何れかに記
載のクロスフローファンにおいて、上記支持板のスリットの開口縁部にはかしめ用突起が
形成されており、上記かしめ用突起を変形させて上記クロスフローファン用羽根に当接さ
せることによりで上記クロスフローファン用羽根が上記スリットから脱落しないようにす
ることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００７】
　以上述べたように本発明の請求項１によるクロスフローファン用羽根によると、クロス
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フローファンの軸方向に沿って延長されその放射方向外周端位置が軸方向に沿って変化す
るように形成された構成になっているので、送風時の条件及びタイミングが軸方向に沿っ
て不均一となり、その結果、クロスフローファン用羽根に同時に作用する負荷を軽減させ
、それによって、振動、騒音の低減を図ることができる。
　また、請求項２によるクロスフローファン用羽根によると、請求項１記載のクロスフロ
ーファン用羽根において、放射方向内周端位置も軸方向に沿って変化するように形成され
ているので、クロスフローファン用羽根に同時に作用する負荷を軽減させる効果ひいては
振動、騒音を低減させる効果を更に高めることができる。
　また、請求項３によるクロスフローファン用羽根によると、請求項１又は請求項２記載
のクロスフローファン用羽根において、クロスフローファンの軸方向真中を中心に軸方向
両側に線対称に形成されているので、簡易な構成により軸方向のバランスをとることがで
きる。
　また、請求項４によるクロスフローファン用羽根によると、請求項１記載のクロスフロ
ーファン用羽根において、上記放射方向外周端位置が軸方向に沿って段階的に変化するよ
うに形成されているので、比較的簡単な構成により所望の効果を得ることができる。
　また、請求項５によるクロスフローファン用羽根によると、請求項２記載のクロスフロ
ーファン用羽根において、上記放射方向内周端の位置が軸方向に沿って段階的に変化する
ように形成されているので、比較的簡単な構成により上記効果をより高めることができる
。
　また、請求項６によるクロスフローファン用羽根によると、請求項１記載のクロスフロ
ーファン用羽根において、上記放射方向外周端位置が軸方向に沿って連続的に変化するよ
うに形成されているので、羽根に同時に作用する負荷を更に軽減させることができ、ひい
ては振動、騒音を低減させる効果を更に高めることができる。
　また、請求項７によるクロスフローファン用羽根によると、請求項２記載のクロスフロ
ーファン用羽根において、上記放射方向内周端位置が軸方向に沿って連続的に変化するよ
うに形成されているので、上記効果を更に高めることができる。
　また、請求項８によるクロスフローファン用羽根によると、請求項６又は請求項７記載
のクロスフローファン用羽根において、上記放射方向外周端又は放射方向内周端は波形に
形成されているので、比較的簡単な構成により所望の効果を得ることができる。
　また、請求項９によるクロスフローファン用羽根によると、請求項１～請求項８の何れ
かに記載のクロスフローファン用羽根において、その横断面形状が円弧形状を成している
ので、断面２次モーメントを向上させて剛性を高めることができるとともに、送風時のタ
イミングを周方向に沿ってずらすことができ、それによって、上記効果を更に高めること
ができる。
　また、請求項１０によるクロスフローファン用羽根によると、請求項９記載のクロスフ
ローファン用羽根において、その横断面形状が円弧形状であって波形を成しているので、
更に断面２次モーメントを向上させて剛性を高めることができる。
　また、請求項１１によるクロスフローファンによると、間隔を存した状態で同軸上に配
置され外周部にスリットを備えた複数枚の支持板と、上記複数枚の支持板のスリットに挿
入・固定された複数枚の請求項１～請求項１０の何れかに記載のクロスフローファン用羽
根と、を具備したので、送風時の条件及びタイミングが軸方向に沿って不均一化されるこ
とになり、その結果、同時に作用する負荷を軽減することができ、振動、騒音の低減を図
ることができる。
　また、請求項１２によるクロスフローファンによると、請求項１１記載のクロスフロー
ファンにおいて、上記クロスフローファン用羽根の放射方向外周端及び放射方向内周端が
軸方向に沿って段階的に変化するように形成されていて、上記支持板はその段階的に変化
する部位に配置されているので、簡易な構成によって上記羽根を支持することができる。
　また、請求項１３によるクロスフローファンによると、請求項１１又は請求項１２の何
れかに記載のクロスフローファンにおいて、上記クロスフローファン用羽根は軸方向全域
にわたって上記支持板の外周側に突出されているため、上記クロスフローファンの軸方向
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全域にわたって送風性能を発揮させることができる。
　また、請求項１４によるクロスフローファンによると、請求項１１～請求項１３の何れ
かに記載のクロスフローファンにおいて、上記支持板のスリットの開口縁部にはかしめ用
突起が形成されており、上記かしめ用突起を変形させて上記クロスフローファン用羽根に
当接させることにより上記クロスフローファン用羽根が上記スリットから脱落しないよう
にするので、簡易な構成により上記クロスフローファン用羽根の脱落の防止や固定を行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す図で、クロスフローファンの斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態を示す図で、クロスフローファンの正面図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図３（ａ）は図２のＩＩＩａ－ＩＩＩａ
断面図、図３（ｂ）は図３（ａ）のＩＩＩｂ部分の拡大図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図４（ａ）はクロスフローファン用羽根
を支持板に固定する前の支持板とクロスフローファン用羽根の状態を示す横断面図、図４
（ｂ）はクロスフローファン用羽根を支持板に固定した後の支持板とクロスフローファン
用羽根の状態を示す横断面図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図５（ａ）はクロスフローファン用羽根
の正面図、図５（ｂ）は図５（ａ）のＶｂ－Ｖｂ断面図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図６（ａ）はクロスフローファン用羽根
の製造工程を示す平面図、図６（ｂ）は図６（ａ）のＶＩｂ－ＶＩｂ断面図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態を示す図で、本発明の作用を説明するための図であり
、図７（ａ）は回転しているクロスフローファンの任意の一つのクロスフローファン用羽
根が所定の位置に到達する前の状態を示す横断面図、図７（ｂ）は回転しているクロスフ
ローファンの任意の一つのクロスフローファン用羽根が所定の位置に到達した状態を示す
横断面図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態を示す図で、図８（ａ）はクロスフローファン用羽根
の一部正面図、図８（ｂ）は図８（ａ）のＶＩＩＩｂ－ＶＩＩＩ断面図である。
【図９】従来のクロスフローファンの一部を模式的に示す図で、図９（ａ）はクロスフロ
ーファンの一部を模式的に示す斜視図、図９（ｂ）は図９（ａ）のＩＸｂ－ＩＸｂ断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図１乃至図７を参照して本発明の第１の実施の形態について説明する。
　この第１の実施の形態によるクロスフローファン１には、まず、図１乃至図３に示すよ
うに、複数の支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂと端部支持板５ａ、５ｂがある。上記端部支
持板５ａが図１中最も左側に配置されており、そこから図１中右側に向かって、上記支持
板３ｂ、３ａ、３ａ、３ｂ、上記端部支持板５ｂ、の順で配置されている。
　上記支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂは、例えば、鋼板製であってドーナツ形状の板状部
材であり、その厚さは、例えば、０．３ｍｍである。また、上記支持板３ａ、３ａ、３ｂ
、３ｂの中央には、貫通孔７が形成されている。
【００１０】
　また、例えば、図３（ａ）に示すように、上記支持板３ａ、３ａの外周部には、複数個
（この第１の実施の形態の場合は１２個）のスリット９ａが、周方向に等間隔で形成され
ている。また、図４（ａ）に示すように、上記スリット９ａの反回転方向側の開口縁部の
近傍が一部切り欠かれており、それによって、かしめ用突起１１が形成されている。この
かしめ用突起１１については後述する。
　また、例えば、図３（ｂ）に示すように、上記支持板３ｂ、３ｂにも、同様に、複数個
（この第１の実施の形態の場合は１２個）のスリット９ｂが形成されている。上記スリッ
ト９ｂは上記スリット９ａよりも浅いものになっている。また、上記スリット９ｂの開口
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縁部にもかしめ用突起１１が形成されている。
【００１１】
　また、上記端部支持板５ａも、上記支持板３ａと同様に、例えば、鋼板製であって略円
板形状の部材であり、その厚さは、例えば、０．３ｍｍである。上記端部支持板５ａの中
央には、図示しない支持軸が挿入・固定される支持軸用貫通孔１３が形成されている。こ
の支持軸用貫通孔１３の縁部は上記クロスフローファン１の内側（図１中右下側）に向か
って円筒形状に突出されており、上記図示しない支持軸を保持する支持軸保持部１５とな
っている。また、上記端部支持板５ａの外周側には、複数個（この第１の実施の形態の場
合は８個、これらの内の２つは図示せず）の雌ネジ部１７が形成されている。
【００１２】
　また、上記端部支持板５ａにも、上記支持板３ａと同様に、複数個（この第１の実施の
形態の場合は１２個）のスリット１９が形成されている。これらスリット１９は上記スリ
ット９ｂよりも浅いものになっている。また、上記端部支持板５ａにおいても、上記支持
板３ａと同様に、上記スリット１９の開口縁部にかしめ用突起２１が形成されている。
【００１３】
　また、上記端部支持板５ｂも、上記支持板３ａと同様に、例えば、鋼板製であって略円
板形状の部材であり、その厚さは、上記支持板３ａ等よりも大きく設定されている。上記
端部支持板５ｂ中央には貫通孔２３が形成されている。この貫通孔２３内には、防振ゴム
２５を介してモータ出力軸固定部材２７が設置されている。上記端部支持板５ｂ、上記防
振ゴム２５、及び、上記モータ出力軸固定部材２７は、一体成形されている。上記モータ
出力軸固定部材２７には、モータ出力軸固定用貫通孔２９が形成されており、このモータ
出力軸固定用貫通孔２９に図示しないモータの出力軸が挿入・固定される。また、上記モ
ータ出力軸固定部材２７には、上記モータ出力軸固定部材２７の外周面と上記モータ出力
軸固定用貫通孔２９内に開口された図示しない雌ネジ部が形成されていて、この雌ネジ部
には図示しない固定ネジが螺合されている。この図示しない固定ネジの先端が上記図示し
ないモータの出力軸の外周面に当接されて、上記図示しないモータの出力軸が上記モータ
出力軸固定部材２７に固定される。
【００１４】
　また、上記端部支持板５ｂにも、上記端部支持板５ａと同様に、複数個（この第１の実
施の形態の場合は１２個）の図示しないスリットが形成されている。これら図示しないス
リットにも、図示しないかしめ用突起が形成されている。
　なお、上記端部支持板５ｂのスリットの深さは上記端部支持板５ａのスリット１９の深
さと同じになっている。
　また、上記端部支持板５ｂの外周側にも、上記端部支持板５ａと同様に、複数個（この
第１の実施の形態の場合は８個）の図示しない雌ネジ部が形成されている。
【００１５】
　また、上記クロスフローファン１には、例えば、図１に示すように、複数個（この第１
の実施の形態の場合は１２個）のクロスフローファン用羽根３１が周方向に等間隔で設置
されている。これらクロスフローファン用羽根３１の軸方向（図１中左上から右下に向か
う方向）両端側は上記端部支持板５ａ、５ｂによって支持・固定されており、その間は上
記支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂによって支持・固定されている。
　例えば、図３（ｂ）に示すように、上記クロスフローファン用羽根３１は、上記端部支
持板５ａのスリット１９、上記支持板３ａ、３ａのスリット９ａ、９ａ、上記支持板３ｂ
、３ｂのスリット９ｂ、９ｂ、上記端部支持板５ｂの図示しないスリット内に、挿入・固
定されている。
【００１６】
　上記クロスフローファン用羽根３１の放射方向外周端（図５（ａ）中上側）位置と放射
方向内周端（図５（ａ）中下側）位置は、軸方向両端側（図５（ａ）中左側又は右側）か
ら中央に向かって、段階的に変化するように形成されている。また、上記クロスフローフ
ァン用羽根３１は、クロスフローファン１の軸方向真中（図５（ａ）中左右方向中心）を
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中心に軸方向（図５（ａ）中左右方向）両側に線対称に形成されている。
　なお、図では、上記クロスフローファン用羽根３１の外周側へ突出された大きさや横断
面形状の波形の大きさ、及び、段階的に変形された部分の段差の大きさを、便宜上誇張し
て示しているが、実際の上記クロスフローファン用羽根３１の段差（図５（ａ）中符号Ｄ
で示す。）の大きさは、例えば、０．５ｍｍ程度となっている。また、上記クロスフロー
ファン用羽根３１の階段形状の一段分の軸方向長さ（図５（ａ）中符号Ｌで示す。）は、
例えば、１００ｍｍである。
　また、例えば、図２に示すように、上記クロスフローファン用羽根３１の放射方向先端
側は、軸方向（図２中左右方向）全域において、上記支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂ、端
部支持板５ａ、５ｂの外周側に突出されている。これにより、クロスフローファン１の軸
方向全域にわたって、送風性能が発揮されることになる。
【００１７】
　また、上記クロスフローファン用羽根３１の横断面形状は、例えば、図５（ｂ）に示す
ように、波型となっており、更に、全体としては、円弧状に湾曲した形状となっている。
　また、例えば、図５（ｂ）に示すように、上記クロスフローファン用羽根３１の放射方
向先端側（図５（ｂ）中上側）は折り返されている。このように折り返すことにより、例
えば、クロスフローファン１の製造時に、上記クロスフローファン用羽根３１の放射方向
先端部分によって、作業者が怪我することを防止している。
【００１８】
　また、図５（ａ）に示すように、上記クロスフローファン用羽根３１の放射方向外周端
及び放射方向内周端が段階的に変化する部位には、支持板用係合凹部３３ａ、３３ａ、３
３ｂ、３３ｂ、３３ｃ、３３ｃが形成されている。上記支持板用係合凹部３３ａ、３３ａ
、３３ｂ、３３ｂ、３３ｃ、３３ｃは、何れもＶ字型の溝である。上記支持板用係合凹部
３３ａ、３３ａには、上記支持板３ａ、３ａのスリット９ａ、９ａの底部が係合される。
また、上記支持板用係合凹部３３ｂ、３３ｂには、上記支持板３ｂ、３ｂのスリット９ｂ
、９ｂの底部が係合される。また、上記支持板用係合凹部３３ｃ、３３ｃには、上記端部
支持板５ａのスリット１９、上記端部支持板５ｂの図示しないスリットの底部が係合され
る。
　なお、上記クロスフローファン用羽根３１の軸方向（図１中左上から右下に向かう方向
）の両端側は、上記端部支持板５ａ、５ｂから外側に、わずかに突出された状態となって
いる。
【００１９】
　ここで、図４（ａ）及び図４（ｂ）を参照しながら、上記支持板３ａと上記クロスフロ
ーファン用羽根３１との固定について説明する。
　前述したように、スリット９ａの開口縁部にはかしめ用突起１１が形成されている。こ
のかしめ用突起１１は、上記クロスフローファン用羽根３１を固定する前の状態では、図
４（ａ）に示すように、上記スリット９ａ内への上記クロスフローファン用羽根３１の挿
入を妨げないようになっている。
　上記スリット９ａ内に上記クロスフローファン用羽根３１が挿入された後、上記クロス
フローファン用羽根３１を固定する際には、図示しない治具によって上記かしめ用突起１
１を押圧することにより上記スリット９ａ内に向けて回転するように変形させ、上記クロ
スフローファン用羽根３１に当接させる。これにより、上記クロスフローファン用羽根３
１が固定され、上記スリット９ａ内からの脱落が防止された状態となる。
　更に、例えば、図４（ｂ）中符号Ａで示す箇所にレーザー溶接が施され、より確実に上
記支持板３ａと上記クロスフローファン用羽根３１とが固定される。
【００２０】
　また、上記クロスフローファン用羽根３１は、上記支持板３ｂに対しても、上記支持板
３ａと同様のかしめ作業及びレーザー溶接により固定される。
　また、上記端部支持板５ａについては、スリット１９内に上記クロスフローファン用羽
根３１が挿入され、かしめ用突起２１とレーザー溶接によって上記クロスフローファン用
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羽根３１が固定される。
　また、上記端部支持板５ｂについては、図示しないスリット内に上記クロスフローファ
ン用羽根３１が挿入され、図示しないかしめ用突起とレーザー溶接によって上記クロスフ
ローファン用羽根３１が固定される。
【００２１】
　また、図１に示すように、上記クロスフローファン１の両端側には、端部カバー６１ａ
、６１ｂが設置されている。これら端部カバー６１ａ、６１ｂは、略ドーナツ板形状の部
材で、外周部が軸方向外側（図１中左上または右下側）に突設された段付き形状になって
いる。上記端部カバー６１ａ、６１ｂの内周側は上記端部支持板５ａ、５ｂに当接され、
上記端部カバー６１ａ、６１ｂの外周側は上記クロスフローファン用羽根３１の端部に当
接されている。
　上記端部カバー６１ａは、複数（この実施の形態の場合は８個）の固定用ネジ６３を上
記端部カバー６１ａに形成された図示しない貫通孔を通して、上記端部支持板５ａの雌ネ
ジ部１７に螺合させることにより固定される。上記端部カバー６１ｂも、複数個（この実
施の形態の場合は８個）の固定用ネジ６５を上記端部カバー６１ｂに形成された図示しな
い貫通孔を通して、上記端部支持板５ｂの図示しない雌ネジ部に螺合させることにより固
定される。
【００２２】
　次に、上記クロスフローファン用羽根３１の製造について、図６（ａ）及び図６（ｂ）
を参照しながら説明する。上記クロスフローファン用羽根３１は、プレスによって製造さ
れる。
　まず、例えば、厚さが０．１ｍｍの鋼板４１を図６（ａ）中右側から左側へ所定のピッ
チｐずつ送っていく。図６（ａ）中右端の第１加工位置Ｐ１において、図示しないパンチ
とダイによって、幅方向（図６（ａ）中上下方向）両端側にパイロット孔４３、４３が形
成されるとともに、これらパイロット孔４３、４３間の所定の位置には、係合凹部形成用
孔４５ａ、４５ａ、４５ｂ、４５ｂ、４５ｃ、４５ｃが形成される。
【００２３】
　上記パイロット孔４３、４３には、上記鋼板４１を送る際に用いられる図示しない回転
ドラムの外周側に形成された凸部が係合される。
　なお、上記鋼板４１の送り方向（図６（ａ）中左方向）先端には、上記鋼板４１を上記
回転ドラムの凸部に係合するパイロット孔４３、４３が予め形成されている。
【００２４】
　上記係合凹部形成用孔４５ａ、４５ａは、その先端側（図６（ａ）中左側）が上記クロ
スフローファン用羽根３１の支持板用係合凹部３３ａ、３３ａとなる。また、上記係合凹
部形成用孔４５ｂ、４５ｂも、その先端側（図６（ａ）中左側）が上記クロスフローファ
ン用羽根３１の支持板用係合凹部３３ｂ、３３ｂとなる。また、上記係合凹部形成用孔４
５ｃ、４５ｃも、その先端側（図６（ａ）中左側）が上記クロスフローファン用羽根３１
の支持板用係合凹部３３ｃ、３３ｃとなる。
【００２５】
　上記第１加工位置Ｐ１からピッチｐだけ図６（ａ）中左側に進んだ第２加工位置Ｐ２で
は、幅方向（図６（ａ）中上下方向）両端側に、図示しないパンチとダイによって矩形孔
４７、４７が形成される。これら矩形孔４７、４７の幅方向（図６（ａ）中上下方向）内
側は、上記係合凹部形成用孔４５ｃ、４５ｃと連通された状態となる。
【００２６】
　上記第２加工位置Ｐ２からピッチｐだけ図６（ａ）中左側に進んだ第３加工位置Ｐ３で
は、図示しないカッターによって、階段状に切断されて階段状切断部４９が形成される。
これにより、上記クロスフローファン用羽根３１の、軸方向（図６（ａ）中上下方向）に
沿って、軸方向両端側（図６（ａ）中上側又は下側）から中央に向かって、段階的に変形
された形状が形成される。また、これにより、上記係合凹部形成用孔４５ａ、４５ａ、４
５ｂ、４５ｂ、４５ｃ、４５ｃの先端側（図６（ａ）中左側）は、支持板用係合凹部３３
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ａ、３３ａ、３３ｂ、３３ｂ、３３ｃ、３３ｃとなる。
　また、上記階段状切断部４９、４９間の部分が、最終的に鋼板４１から切り離されてク
ロスフローファン用羽根３１となる羽根部５３となる。
【００２７】
　上記第３加工位置Ｐ３からピッチｐだけ図６（ａ）中左側に進んだ第４加工位置Ｐ４と
、上記第４加工位置Ｐ４からピッチｐだけ図６（ａ）中左側に進んだ第５加工位置Ｐ５の
間において、図６（ｂ）に示すように上型５１ａと下型５１ｂによって、上記羽根部５３
が波形で且つ全体的に円弧状の横断面形状となるように変形される。
【００２８】
　上記第５加工位置Ｐ５からピッチｐだけ図６（ａ）中左側に進んだ第６加工位置Ｐ６で
は、上型５５ａと下型５５ｂによって、上記羽根部５３の先端側（図６（ａ）及び図６（
ｂ）中左端側）が、図６（ｂ）に示すように立ち上げられる。
【００２９】
　上記第６加工位置Ｐ６からピッチｐだけ図６（ａ）中左側に進んだ第７加工位置Ｐ７で
は、上型５７ａと下型５７ｂによって、上記羽根部５３の先端側（図６（ａ）及び図６（
ｂ）中左端側）が、図６（ｂ）に示すように折り返される。
【００３０】
　上記第７加工位置Ｐ７からピッチｐだけ図６（ａ）中左側に進んだ第８加工位置Ｐ８で
は、上記羽根部５３の幅方向（図６（ａ）中上下方向）両端側において、矩形孔４７、４
７の間の部分が切断され、上記鋼板４１から上記羽根部５３が分離され、上記クロスフロ
ーファン用羽根３１が形成される。
【００３１】
　尚、上記構成を成すクロスフローファン１は、例えば、図示しない空気調和機の室内機
の筐体内に、図示しない駆動モータ、熱交換機、フィルタ等と共に内装される。
【００３２】
　以上の構成を基に、その作用を説明する。
　まず、空気調和機の室内機としての一般的な作用であるが、駆動モータによってクロス
フローファン１を回転させると、筐体の吸込口を介して筐体内に空気が取り込まれ、フィ
ルタ、熱交換器、吹出口を介して室内に排気される。
　一方、熱交換器内のパイプ内にはコンプレッサによって圧縮・冷却（加熱）された熱媒
体が循環しており、上記筐体内に取り込まれた空気はこの循環する熱媒体と熱交換して冷
却（加熱）される。
　以下、同様のサイクルを繰り返す。
【００３３】
　次に、クロスフローファン用羽根３１に作用する負荷の不均一化について説明する。
　上記したように、クロスフローファン１は、図示しない駆動モータによって、図７（ａ
）中矢印ｃで示す方向に回転される。その際、クロスフローファン用羽根３１によって、
空気が上記矢印ｃに示す方向に送られ、上記クロスフローファン１による送風機能が発揮
される。
　なお、上記クロスフローファン用羽根３１の放射方向先端部は、軸方向（図７（ａ）中
紙面垂直方向）全域にわたって、上記支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂや端部支持板５ａ、
５ｂの外周側に突出されているので、上記支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂや端部支持板５
ａ、５ｂの部分も含めて上記クロスフローファン１は軸方向全域（図７（ａ）中紙面垂直
方向）にわたって送風機能が発揮される。
【００３４】
　そして、上記クロスフローファン用羽根３１は、例えば、図５（ａ）に示すように、放
射方向外周端位置７１ｃ、７１ｂ、７１ａ、７１ｂ、７１ｃが、軸方向（図５（ａ）中左
右方向）に沿って段階的にずれていて不均一な状態になっている。同様に、放射方向内周
端位置７２ｃ、７２ｂ、７２ａ、７２ｂ、７２ｃも、軸方向（図５（ａ）中左右方向）に
沿って段階的にずれていて不均一な状態になっている。その結果、クロスフローファン用
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羽根３１における送風時の条件及びタイミングも軸方向に沿って不均一な状態となり、そ
れによって、上記クロスフローファン用羽根３１に同時に作用する負荷を軽減させ、大き
な負荷の作用に起因して生じていた振動や騒音を低減させるようになっている。
【００３５】
　また、クロスフローファン用羽根３１の横断面形状を円弧形状としていることも送風時
の条件及びタイミングの軸方向に沿った不均一化に寄与している。すなわち、図７（ａ）
に示すように、矢印ｃの方向に上記クロスフローファン１を回転させると、図７（ｂ）に
示すように、上記クロスフローファン用羽根３１の放射方向外周端位置７１ｃが先に符号
ｄで示す位置に到達し、続いて、２段目の放射方向外周端位置７１ｂが到達し、最後に、
３段目の放射方向外周端位置７１ａが到達する。これによっても、上記クロスフローファ
ン用羽根３１の送風時の条件やタイミングが軸方向（図７（ａ）中紙面垂直方向）に沿っ
てずれることになる。
　これは、上記クロスフローファン用羽根３１の横断面形状が略円弧状の横断面形状にな
っており、放射方向外周端位置７１ｃ、７１ｂ、７１ａ、７１ｂ、７１ｃが周方にずれて
いることによる。
　また、放射方向内周端位置７２ｃ、７２ｂ、７２ａ、７２ｂ、７２ｃについても、同様
に、上記羽根３１ａの最も外周側の放射方向内周端位置７２ｃ、２段目の放射方向内周端
位置７２ｂ、３段目の放射方向内周端位置７２ａの周方向の位置がずれており、上記クロ
スフローファン用羽根３１の送風時の条件やタイミングが軸方向（図７（ａ）中紙面垂直
方向）に沿ってずれることになる。
【００３６】
　また、上記クロスフローファン用羽根３１は、クロスフローファン１の軸方向真中（図
５（ａ）中左右方向中心）を中心に軸方向（図５（ａ）中左右方向）両側に線対称に形成
されており、このことによって軸方向両側についてバランスをとっている。
【００３７】
　次に、この第１の実施の形態による効果について説明する。
　まず、クロスフローファン用羽根３１は、例えば、図５（ａ）に示すように、軸方向（
図５（ａ）中左右方向）に沿って、クロスフローファン１の放射方向外周端位置７１ｃ、
７１ｂ、７１ａ、７１ｂ、７１ｃと放射方向内周端位置７２ｃ、７２ｂ、７２ａ、７２ｂ
、７２ｃが、軸方向両端側（図５（ａ）中左側又は右側）から中央に向かって、段階的に
ずれているので、送風時の条件及びタイミングを軸方向（図５（ａ）中左右方向）に不均
一化することができ、その結果、上記クロスフローファン用羽根３１に同時に作用する負
荷を軽減させて、振動、騒音の低減を図ることができる。
【００３８】
　また、上記クロスフローファン用羽根３１の横断面形状は全体的に円弧状となっている
ことによって、クロスフローファン１の放射方向外周端位置７１ｃ、７１ｂ、７１ａ、７
１ｂ、７１ｃと放射方向内周端位置７２ｃ、７２ｂ、７２ａ、７２ｂ、７２ｃの位置を、
周方向に沿ってずらすことができ、それも、送風時の条件及びタイミングを軸方向（図５
（ａ）中左右方向）に不均一化することに寄与している。
　また、上記クロスフローファン用羽根３１は、クロスフローファン１の軸方向真中（図
５（ａ）中左右方向中心）を中心に軸方向（図５（ａ）中左右方向）両側に線対称に形成
されているので、軸方向両側についてバランスをとることができる。
　また、上記クロスフローファン用羽根３１の横断面形状は波形となっているので、上記
羽根３１の断面２次モーメントを向上させて剛性を高めることができる。
　また、上記クロスフローファン用羽根３１の横断面形状は全体的に円弧状となっている
ので、このことによっても、上記クロスフローファン用羽根３１の断面２次モーメントを
向上させて剛性を高めることができる。
【００３９】
　また、上記クロスフローファン用羽根３１には、支持用係合凹部３３ａ、３３ａ、３３
ｂ、３３ｂ、３３ｃ、３３ｃが形成されているので、支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂや端



(12) JP 2017-166343 A 2017.9.21

10

20

30

40

50

部支持板５ａ、５ｂによって、容易に支持することができる。また、図５（ａ）に示すよ
うに、上記支持板用係合凹部３３ａ、３３ａ、３３ｂ、３３ｂ、３３ｃ、３３ｃは、上記
クロスフローファン用羽根３１の放射方向外周端及び放射方向内周端が段階的に変化する
部位に形成されているので、簡易な構成によって上記クロスフローファン用羽根３１を支
持することができる。
【００４０】
　また、上記支持板３ａのスリット９ａ及び上記支持板３ｂのスリット９ｂの開口縁部に
はかしめ用突起１１が形成されているので、このかしめ用突起１１を変形させることによ
り、上記クロスフローファン用羽根３１を上記支持板３ａ、３ｂに容易に固定することが
できるとともに、不用意な脱落を防止することができる。
　同様に、上記端部支持板５ａ、５ｂのスリット１９の開口縁部にもかしめ用突起２１が
形成されているので、同様の効果を奏することができる。
　また、上記クロスフローファン用羽根３１はレーザー溶接によっても固定されているた
め、上記クロスフローファン用羽根３１の固定を確実なものとすることができる。
【００４１】
　また、例えば、図２に示すように、上記クロスフローファン用羽根３１の放射方向先端
側は、軸方向（図２中左右方向）全域にわたって、上記支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂや
端部支持板５ａ、５ｂの外周側に突出されているので、記支持板３ａ、３ａ、３ｂ、３ｂ
や端部支持板５ａ、５ｂの部分を含めて軸方向全域（図２中左右方向）にわたって送風機
能を発揮することができる。
【００４２】
　次に、図８を参照しながら、本発明の第２の実施の形態について説明する。
　この第２の実施の形態によるクロスフローファン用羽根８１は、図８（ａ）に示すよう
に、クロスフローファンの放射方向外周端位置（図８（ａ）中上端）と放射方向内周端位
置（図８（ａ）中下端）が軸方向に沿って連続的に変化するように細かい波形に変形され
ている。
　また、上記クロスフローファン用羽根８１の横断面形状は、図８（ｂ）に示すように、
前記第１の実施の形態の場合のクロスフローファン用羽根３１と同様に、波形であって、
且つ、全体的に円弧状になっている。
【００４３】
　また、上記クロスフローファン用羽根８１には、図示しない支持板に係合される複数の
支持板用係合凹部８３が形成されている。
【００４４】
　また、上記クロスフローファン用羽根８１も、前記第１の実施の形態によるクロスフロ
ーファン用羽根３１と同様にして製造される。
【００４５】
　この第２の実施の形態の場合も、前記第１の実施の形態の場合と同様の作用・効果を奏
する。
　また、この第２の実施の形態の場合は、上記クロスフローファン用羽根８１の放射方向
外周端位置（図８（ａ）中上端）と放射方向内周端位置（図８（ａ）中下端）が波型に変
形されているので、送風時の条件及びタイミングを軸方向（図８（ａ）中左右方向）に沿
って連続的にずらすことができるので、騒音、振動低減効果をより向上させることができ
る。
【００４６】
　なお、本発明は、前記第１の実施の形態及び第２の実施の形態に限定されない。
　まず、前記第１、第２の実施の形態では、全て同じ形状のクロスフローファン用羽根を
周方向に複数枚積層させるようにしたが、それに限定されるものではない。
　例えば、前記第１の実施の形態においては、全てのクロスフローファン用羽根を図５に
示すような形状としたが、凹凸の位置が異なる複数種類のクロスフローファン用羽根を周
方向に積層させるような構成も考えられる。
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　また、前記第２の実施の形態においても、全てのクロスフローファン用羽根を図８に示
すような形状としたが、波の凹凸の位置が異なる複数種類のクロスフローファン用羽根を
周方向に積層させるような構成も考えられる。
　又、前記第１、第２の実施の形態の場合には、支持板相互間を単位にして凹凸を形成す
るようにしたが、支持板相互間の間に複数の凹凸を設けるような構成も考えられる。
　また、クロスフローファン用羽根を支持する場所についても、様々な場合が考えられる
。
　その他、本願発明は図示した構成に限定されるものではなく、様々な変形が考えられる
。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は、例えば、空気調和機の室内機に使用されるクロスフローファン用羽根とクロ
スフローファンに係り、特に、送風時の条件及びタイミングを軸方向に沿って不均一化す
ることによりクロスフローファン用羽根に同時に作用する負荷を軽減させ、それによって
、振動や騒音を低減させることができるように工夫したものに関し、例えば、家庭用の空
気調和機の室内機に好適である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　クロスフローファン
　３ａ　支持板
　３ｂ　支持板
　３ｃ　支持板
　５ａ　端部支持板
　５ｂ　端部支持板
　３１　クロスフローファン用羽根
　３３ａ　支持板係合用凹部
　３３ｂ　支持板係合用凹部
　３３ｃ　支持板係合用凹部
　７１ａ　放射方向外周端位置
　７１ｂ　放射方向外周端位置
　７１ｃ　放射方向外周端位置
　７２ａ　放射方向内周端位置
　７２ｂ　放射方向内周端位置
　７２ｃ　放射方向内周端位置
　８１　クロスフローファン用羽根
　８３　支持板係合用凹部
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